
提出課 健康対策課
（款）　４．衛生費 （項）　１．保健衛生費 （目）　３．保健事業費

（単位：千円）

事　業　名 検診事業

国・県支出金 起債 その他 一般財源

22,125 28,614 4,043 24,571

（事業内容の説明）

【事業概要】

【実施内容】
　○がん検診
　　【集団検診】
　　　・胃がん検診　・結核肺がん検診　・大腸がん検診　・子宮がん検診　・乳がん検診
　　　・骨量検診　・肝炎ウイルス検診　・前立腺がん検診
　　【医療機関委託検診】
　　　・胃がん検診　・子宮がん検診　・乳がん検診　・骨粗鬆症検診
　○ピロリ菌抗体価検査（新規）・・・・集団健診・町内委託医療機関
　　　対象・・２０歳及び３５歳～７０歳までの希望者（すでに除菌した人は対象外）
　　　検査費用・・無料
　　　　※ 陽性者には、医療保険により除菌を勧奨
　○健康カレンダーの全戸配布（新規）

事　業　名 健康ポイント制度事業

国・県支出金 起債 その他 一般財源

1,056 1,101 1,101

（事業内容の説明）

ポイント対象事業
　　住民健診・人間ドック・健康づくり講演会・まめまめクラブ等の健康教室・
　　ゆうあいパルプール利用等　

　「健康づくり」への動機付け及び啓発、健診受診率の向上を目的に、「健康ポイント制度」を
継続実施する。
　対象事業に参加した者にポイントを付与し、10ポイントに達した者に利用券（500円相当）を
贈る。

　がんの早期発見・早期治療のため、各種がん検診を行う。
　検診の形態は、公益財団法人鳥取県保健事業団に委託して実施する集団検診と、各医療機関に委託
して実施する医療機関個別検診の２種類。
　また、健康に対する意識向上を図るため、胃のピロリ菌検査に対する助成や、検診日などを記載した健
康カレンダー作成・配布を新たに実施する。

本　年　度
予　算　額

平成２６年度一般会計予算

財源内訳前　年　度
予　算　額

前　年　度
予　算　額

本　年　度
予　算　額

財源内訳
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提出課 健康対策課
（款）　４．衛生費 （項）　１．保健衛生費 （目）　３．保健事業費

（単位：千円）

事　業　名 健康教育事業

国・県支出金 起債 その他 一般財源

3,702 4,528 520 486 3,522
（事業内容の説明）
①個別健康教育

　○耐糖能異常検査・保健指導

②集団健康教育
　生活習慣病の予防、健康増進等、健康に関する正しい知識や実践力の普及を図る。
　○糖尿病予防教室　
　○生活習慣病予防講演会　
　○ウォーキングの集い　　　１０月２５日（土）　
　○食生活改善推進員伝達講習　
　○水中まめまめクラブ【拡充】火、土曜日の２教室開催　　
　○スクエアステップ教室【新規事業】
　○健康運動アドバイザー養成講座【新規事業：4年毎に開催】
  ○高齢者健康運動教室（まめまめクラブ）　開催予定回数：348回（58会場×年間6回）

（款）４．衛生費 （項）１．保健衛生費 （目）４．予防費
（単位：千円）

事　業　名 任意予防接種助成事業

国・県支出金 起債 その他 一般財源

11,973 4,056 410 33 3,613
（事業内容の説明）
　１.目的

　２．助成内容

　　　　※生活保護受給者は、全額助成
　３．助成方法

財源内訳

　すべての生活習慣病の誘因と言っても過言でない糖尿病に対して個別の生活習慣を考慮し医
師、保健師、管理栄養士、健康運動指導士等専門スタッフによる効果的な個別指導、相談を行
う

　おたふくかぜワクチン、水痘ワクチン、B型肝炎ワクチン、ロタウイルスワクチン、高齢者肺炎球菌ワク
チンについては、平成25年度から引き続き費用助成を行う。そのうち、水痘ワクチン、高齢者肺炎球菌
ワクチンについては、平成26年秋から法定接種化の予定である。
（新規）
　平成25年度途中から風しんワクチン緊急接種事業を行ってきたが、平成26年度からは県の風しん対
策で抗体価が低かったもののうち、妊婦の夫と妊娠を希望する女性に対して予防接種費の助成を行
う

前　年　度
予　算　額

本　年　度
予　算　額

平成２６年度一般会計予算

前　年　度
予　算　額

本　年　度
予　算　額

財源内訳

助成回数 助成対象 助成額
1回 平成26年度中に75歳になる高齢者 3,000円

1回 1歳以上13歳未満でまだ罹患していない小児及び児童 2,000円

1回 1歳以上13歳未満でまだ罹患していない小児及び児童 3,000円
ロタリックス 2回 生後6週以上24週未満の小児 6,000円
ロタテック 3回 生後6週以上32週未満の小児 4,000円

生後2ヶ月以上2歳未満の小児
※Ｂ型肝炎母子感染予防事業対象者及び汚染事故は除く。

風疹ワクチン 1回 3,000円
MRワクチン 1回 5,000円

2,000円

ワクチン名
高齢者肺炎球菌

おたふくかぜ

風しん
風しん抗体価検査で低値と判断された妊娠を希
望する女性。または妊婦の夫

3回

水痘

ロタ

Ｂ型肝炎

町内医療機関：助成券を利用しての代理受領
町外医療機関：償還払

おたふくかぜ、水痘、ロタ、Ｂ型肝炎
風しん

町内外医療機関問わず償還払

高齢者肺炎球菌
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提出課 健康対策課
（款）　４．衛生費 （項）　１．保健衛生費 （目）　４．予防費

（単位：千円）

事　業　名 インフルエンザ予防接種事業

国・県支出金 起債 その他 一般財源

12,871 13,027 13,027

（事業内容の説明）
　１．目的
　　初冬から春先にかけ毎年流行するインフルエンザの蔓延予防と重症化を予防するため
　全町民に対して予防接種費用の助成を行う。１１月頃に助成券、接種券を配布

　　①65歳未満　（町独自の任意予防接種補助対象者）　…　補助金
　　②65歳以上　（予防接種法における定期予防接種対象者）　…　委託料

　３．助成内容・方法
　　①65歳未満　1,000円/回 町内医療機関で接種する場合は現物給付　　町外の場合は償還払
　　②65歳以上　2,600円/回 委託医療機関での現物給付のみ
　 ※生活保護受給者はいずれも全額助成

（款）　３．民生費 （項）　１．社会福祉費 （目）　５．介護保険事業費
（単位：千円）

事　業　名 介護予防一般高齢者事業

国・県支出金 起債 その他 一般財源

2,346 2,308 1,762 546

（事業内容の説明）
【事業概要】
　一般の高齢者や要支援状態になるおそれのある高齢者を対象とし、介護予防に関する講演会や
栄養改善・口腔機能向上など介護予防のための教室を開催する。
　また、認知症のおそれのある者、予防が必要な者を「物忘れ相談会」などの機会を通じて把握
し、頭の活性化訓練のための教室を行うことにより、認知症の早期発見と予防を図る。
　【事業メニュー】
　　・介護予防講演会　年2回
　　・介護予防教室（2回/教室）×2会場（2会場で、栄養改善教室、口腔機能向上教室を合わ
　　　せて実施）
　　・運動機能向上フォローアップ教室　月1回×12月×2会場
    ・運動機能向上教室(一般高齢者対象)　月1回×12月×1会場
　　・物忘れ相談会　年1回×2か所、認知症予防事業評価　年1回×2か所
　　・認知症予防教室　年96回（月2回×12月×4会場）
　　・出前型介護予防教室　16集落

平成２６年度一般会計予算

　２．対象者

前　年　度
予　算　額

本　年　度
予　算　額

財源内訳

前　年　度
予　算　額

本　年　度
予　算　額

財源内訳
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